
　2018年はPMFの創設者バーンスタインの
生誕100周年だ。バーンスタインという人間
に様々な側面から光を当てようとするイベン
トが世界各地で行われている。バーンスタ
インという人はとにかく多くのことを行った。
スキャンダルや露悪的な評伝も多い。音楽
を越えて政治にも口を出した。自然と切り
口は増える。指揮者としてはマーラー。作
曲家としてはウエストサイド。教育者として
はヤング・ピープルズ・コンサート、タング
ルウッド、PMF。多様に分裂して見える。
本紙では、バーンスタインという人物を、

「障壁を取り除こうとした人」という面から切
り取ってみたい。
　バーンスタインは障壁を取り除こうとした。
こう言うと、まず頭に浮かぶのは音楽の
ジャンルの障壁だろう。バーンスタインは、
クラシック、ジャズ、ポップスというジャン
ルの障壁を意識していなかった。なぜこう
したスタイルを確立したのか。ここには、
バーンスタインという人間像の成立をめぐっ
て、興味深い事実が介在している。
　バーンスタインは1918年アメリカ生まれ
だ。音楽史ではあまり指摘されないが、20
世紀初頭のアメリカは前衛音楽のメッカ
だった。豊富な国家財政を背景に、実験的
試みに惜しみなく資金を使うことができて
いた。しかし、1929年に金融恐慌が起き
た。お金がなくなると需要のないものを養
うことはできなくなる。すぐに「よさ」が分
かるものしか制作できなくなるのだ。バーン
スタインはこうした時代に音楽を学んだ。
彼が作曲を学んだコープランドも同様の背
景で作風を変化させた。これは高級、これ
はポピュラーという障壁をつくっていては
食っていけないのだ。

　PMFの今年のプログラムはバーンスタイ
ン色が濃い。指揮者としてのバーンスタイン
が最も得意としたマーラーの交響曲から第
７番、それにリュッケルト歌曲集などが取り
上げられる。さらに多くの自身の作品が取
り上げられる。世界中でバーンスタイン関連
のイベントが目白押しの今年だが、短期間
でこれほどまとまった自身の作品に触れら
れるのはおそらくPMFだけだろう。選ばれ
た自身の作品の多くは強烈なユダヤ色を放
つ曲だ。バーンスタインの曲と言えばウエス

　ちゃんと大衆の需要にも応えて、自分の
芸術家としての矜持も保ちつつ、という音
楽を模索した。その結果がウエスト・サイ
ド・ストーリーのような作品だったわけだ。
ウエストサイドの旋律やリズムは、アメリカ
人の肉体を弾ませる。かくして、アメリカで
圧倒的に迎えられた。
　1957年にウエストサイドを発 表し、翌
1958/59年、バーンスタインはミトロプーロ
スの後任としてニューヨークフィルの音楽監
督になった。アメリカの楽壇の頂点に立っ
た。しかし、ここで次の障壁がくる。「アメ
リカとヨーロッパ」という障壁だ。ウエスト
サイドの作曲家、というレッテルは彼を満
足させなかった。1969年、バーンスタイン
は作曲に専心したいという理由でニュー
ヨークフィルの常任を辞した。「アメリカ」
という障壁を取り去ってもヨーロッパで認め
られる音楽家になりたかったのだ。
　しかし、それ以降、彼が作曲家として名
声を博すことはなかった。「ミサ」（1971年）
は問題作と見なされ、ミュージカル「ペンシ
ルヴェニア通り1600番地」（1976年）は公演
が打ち切りになった。決定的だったのは

「クワイエット・プレイス」（1983年）の失敗
だ。バーンスタインはこれ以降大きな作品
を書くことはなかった。
　70年代以降も指揮者としては依然、高く
評価されていたが、DGのプロデューサーた
ちは、バーンスタインにブリテン、ヴォー
ン・ウイリアムズ、ホルストという英語圏の
作曲家の作品を希望した。R.シュトラウスや
ワーグナーは、K.ベームに録音させていた。
ここでも、バーンスタインはアメリカという
障壁に阻まれたのだ。
　しかし、1970年代以降のバーンスタイン

トサイドやキャンディード、というイメージ
で聴くと面喰らうだろう。プログラムに入っ
ている自作の作品で、ウエストサイド的な
ポップなノリで聴ける作品はファンシー・フ
リーだけだ。他は孤独と絶望と儚い希望に
彩られた作品ばかりだ。
　バーンスタインの作品や演奏が強い孤独
や絶望を感じさせるとしても、それはユダ
ヤにではなく、あくまで個人の性格に由来
するという見方もある。たしかにすべてのユ
ダヤ人がステレオタイプ的な意味でマイノリ

ティだったわけでは
ない。同様にすべて
のユダヤ人が強い孤
独感を表出したわけ
でもない。 しかし、
だ か ら と い っ て、
バーンスタインの誇
大妄想的ともいえる
絶望感からユダヤを
引き離すことはやは
り早計だ。おそらく、
ユダヤの信仰が関係
しているか否かでは
なく、信仰の深さが
問題とされるべきな
のだ。
　オーケストラ演奏

は指揮者として円熟の時代を迎え
ていた。ニューヨークフィル時代
のバーンスタインは、元気がよす
ぎて軽くなる傾向があった。だ
が、70年代以降は、感情の小さ
な襞に虫眼鏡を当てて拡大し、そ
の感情に自己を投影し、感傷的で
誇大で躁鬱的な演奏をするように
なっていた。この傾向にドンピ
シャだったのがマーラーなのだ。
マーラーの音楽が持つ、強い孤
独感、不安感、躁鬱的性格は、
バーンスタインにそのまま重なり
合った。祈りの音楽に突如として
素朴な民謡が混ざるようなマー
ラーの作風には、いかなる障壁も
ない。あらゆる矛盾を縦横無尽に
往来する。
　しかし、またもや、この性格が指揮者と
してはマーラーでストップをかけることに
なった。ここでは何が障壁となったのか。
実は、バーンスタインが晩年に指揮者とし
て表出できるようになった強い孤独感は、
作曲家としては初期から目立っていた要素
だ。バーンスタインが21歳の夏に作曲した

「ソプラノと管弦楽のためのエレミア哀歌」
（後の交響曲第一番「エレミア」）は旧約聖
書のエレミアの嘆きを扱った作品だ。この
作品の、迫害された悲しみ、恐怖と儚い希
望といった強烈なユダヤ色は、そのまま
マーラーのユダヤ色を想起させる。バーン
スタインはマーラーに自己を見出したのだ。
自己と区別できないほどに。しかし、それ
がヨーロッパでの評 価の障壁になった。
バーンスタインが音楽家として自己を忌憚な
く表現できるようになった晩年、最後に障
壁となったのはユダヤの信仰だったのだ。
　バーンスタインは1977年にこう語ってい
る。「私が書いたすべての作品は、私たち
の世紀に生まれた危機、信仰の危機を扱っ
ている」。信仰心が障壁となり、指揮者とし
てはマーラー、作曲家としてはウエストサイ
ドという評価に止まらせたのだ。

会プログラムAでは交響曲第一番「エレミ
ア」が演奏される。音楽院での研鑚を終え
たバーンスタインが発表した初の本格的な
交響曲だ。三つの楽章から成っている。主
題は旧約聖書「エレミア書」と「哀歌」だ。
第一楽章冒頭、ホルンによる＜四度＋二度
下降＞の音型が出てくる。これはユダヤ教
の朗唱カデンツからとられている。交響曲
第２番の終曲、第３番の終楽章、ミサの終
章Pax、などで繰り返し使用される。バー
ンスタインの「信仰の動機」といってよいだ
ろう。第２楽章はエレミアの助言に耳を貸
さない異教徒たちの暴力的な乱舞。荒れ狂
うリズムは、ユダヤ人離散の発端となった
バビロニアによるエルサレム破壊の脅威だ。
第３楽章はエレミアの嘆き。メゾ・ソプラノ
独唱によって旧約聖書の「哀歌」が歌われ
る。バビロニアに侵攻され荒れ果てた祖国
エルサレムを目の前に自らの無力を嘆く。

「なぜ永遠に忘れてしまうのか」（第５章20
節）の悲痛な叫びを経て、「あなたのもと
に」（同）で冒頭の動機が回帰する。慰めと
苦悩と希望が入り混じったような静かな終
結を迎える。バーンスタインの音楽家として
のマニフェストというべき交響曲だ。1939
～42年、ナチスによるホロコーストのさな
かで作曲されている。
　オーケストラ演奏会プログラムBでは交響
曲第２番「不安の時代」が取り上げられる。
信仰が消えうせた嘆き、憂さを忘れようと
するバカ騒ぎ、もう一度信仰を取り戻そうと

　生まれや信仰によって障壁があってよい
のか。バーンスタインが最後に向かったの
は教育だった。PMFの創設に尽力したクラ
イヴ・ギリンソンは「バーンスタインが人生
の最後に最も重きを置いたのは教育だった」
と語っている。おそらく真実だろう。教育
とは、人間は教育によって変わるという理
念を前提とする。出自、宗教などのいかな
る障壁もなく、教育によって人間はみな成
長することができるという信念を下支えとす
る。障壁を取り除こうとしたバーンスタイン
が最後に自己の希望を見出したのは「教育」
だった。
　バーンスタインが亡くなる年の夏にはじ
まったPMFは来年第30回を迎える。ここ
数年のPMFオーケストラは進境著しい。弦
の厚み、透明度、管の安定感、いずれも
かなりのレベルだ。中には、プロですぐに
活躍できるレベルの奏者も見受けられる。
しかし、地元北海道からは「どうせ学生の
オケ」という声が聞こえてくる。もし、夏の
高校野球のように技術は未熟だが青春の１
ページが眩しい、そのような捉え方をして
いるのであれば、少々違っている。私たち
が先入観という障壁を取り去る番だ。ぜひ
会場へ足を運んでいただきたい。

する決意が表現されている。実質的にピア
ノ協奏曲である。名ピアニスト・バーンスタ
インならではだ。
　また、チャイコフスキーの交響曲第４番

（プログラムA）も見逃せない。晩年のバー
ンスタインほど救いようのない暗さでチャイ
コフスキーの交響曲を演奏した指揮者は他
にいないからだ。ニューヨーク時代はシャ
キシャキした元気な演奏をしていたがDGに
録音されたチャイコフスキーは耳を覆いたく
なるほどだ。チャイコフスキーの音楽が持
つ心理的重圧をこれほどリアルに演奏でき
た指揮者はいない。バーンスタインゆかり
の作品と言ってよい。GALAコンサートの
曲目は、フルート協奏曲である「ハリル」、
そしてマーラーの交響曲第７番。「ハリル」
は、バーンスタインの言葉でいう「死と双子
の兄弟」である眠り、そして夜が主題だ。
悪夢、休息、夜の恐怖。マーラーの第７番
も副題は「夜の歌」であるから関連性は明
らかだ。ヴァイオリン協奏曲「セレナード」

（プログラムB）についてはもう説明不要だろ
う。五嶋みどりが登場する。1986年タング
ルウッド音楽祭でバーンスタインと共演した
際の「タングルウッドの奇跡」を繰り返す必
要はなかろう。リュッケルト歌曲集（プログ
ラムA）も熱烈な神への賛歌と内面へ沈み込
むような夢想的な憧憬の音楽だ。バーンス
タインの再発見の機会であるとともに、人
生の意味、人間の本質について否応なしに
反芻を迫られる夏となるだろう。

さっぽろ劇 場ジャーナル
2018年  創刊号

w w w. s a p p o r o- t h j . co m

①バーンスタインとは誰か

②バーンスタインとPMF2018

PMF組織委員会提供

PMF組織委員会提供

バーンスタイン生誕100周年特 集



創
刊
の
辞

　札幌に「オペラ専用劇場」がオープンする。
数年前からそんな話題が地元マスメディア
を賑わすようになっていた。ところで、「オ
ペラ専用」とはどういう意味なのか。「専用」
に着目するなら、「多面舞台を備えている」
などのようになる。しかし、当の「オペラ」
とは何か。ただ音楽劇というなら、日本の
伝統芸能や中国の京劇など、いくらでも存
在する。なぜ19世紀を中心にヨーロッパで
生まれた音楽劇を「オペラ」と呼ぶのか、な
ぜ、オペラを専門に上演する劇場が世界中
で今も建設されるのか。本紙では、hitaru
オープンに寄せて、お祝いと期待を込めて、
オペラとは「地域が一つとなって創り上げる
劇場文化の営み」だというメッセージを贈り
たい。
　現代はテクノロジーの時代である。テクノ
ロジーは効率化をもたらしてくれる。しか
し、私たちはもう気づいているのではない
か。効率化を推し進めるほどに私たちはか
えって忙しくなるということに。そうして無
為に過ごすことのできる豊かな時間への憧
れを募らせるようになるはずだ。しかも、効
率化を無上の価値とすると、長い時間をか
けて創り上げられた文化の価値を簡単に切
り捨てることになりかねない。私たちにとっ
て、「ただ生きること」が大事なのであれば、
文化とは徹頭徹尾、無駄で過剰なものだ。
しかし、私たちは「ただ生きること」を目指し
ているのではないはずだ。
　オペラの劇場に足を踏み入れると気づか
される。オペラとは、無駄と過剰の宝庫だ。
眩暈がするほど細かい壁画、真紅の絨毯、
ドレスアップした紳士淑女。なにより、娯

　アイーダはイタリアオペラのなかでも最も
スペクタクル色が強い作品とされている。
イタリア語の明るい母音を生かした力強い
旋 律。明快なストーリー。なにより、ア
イーダトランペットに導かれて始まる「凱旋
の場」。数百人の大行進にバレエに大合唱
が加わる様はまさにスペクタクルだ。その
豪奢な舞台を眺めるだけでもチケット代の
もとはとれるだろう。しかし、アイーダは、
この凱旋の場と大合唱を除けば、ほとんど
の箇所が独唱と二重唱からなる。そこでは
登場人物の細やかな心情の変化がオーケス
トラの精密な書法によって実に緻密に描か
れている。
　一般的に言って19世紀前半までのイタリ
アオペラは何よりも歌が中心でオーケストラ
は伴奏だった。しかし、ヴェルディは晩年
の傑作オテロでオーケストラによって登場
人物の心理を緻密に描写する手法を完成さ
せた。オーケストラはもはや歌の伴奏では

札幌には、数多くの素晴らしい劇場と音
楽ホールが存在しています。また、地元の
文化団体や演奏団体、民間企業などを中心

として、質の高い文化事業がたくさん行わ
れています。そして、劇場文化を愛する数
多くの観衆と聴衆がこの札幌の地には存在
しています。今年は、札幌の劇場文化シー
ンにとってメモリアルイヤーとなる年です。

今年の10月には「札幌市民交流プラザ」
がオープンします。国内外の優れた舞台芸
術やさまざまな公演を鑑賞できる「札幌文
化芸術劇場」と、市民の文化芸術活動をサ
ポートし、札幌の文化芸術を支え育ててい
く「札幌文化芸術交流センター」と、人々に
役立つ情報を提供する課題解決型図書館
である「札幌市図書・情報館」の三つからな
る複合施設です。「札幌市民交流プラザ」
は、札幌における多様な文化芸術活動の拠
点として、市民が気軽に文化芸術に触れ、

交流する機会を提供することでしょう。
また今年は、「PMF」の創設者であるレ

ナード・バーンスタインの生誕100周年にあた
ります。PMFは、世界の若手音楽家を育て
る国際教育音楽祭として、この札幌の地に
おいて30年近くにわたり開催されてきました。
来年はPMF30周年の節目となる年です。
「札幌コンサートホールKitara」は、1997

年に誕生して以来、市民に愛される音楽の
殿堂として、質の高い音楽文化を提供し続
け、昨年７月には30歳を迎えました。

そして、「札響」の愛称で親しまれてきた
「札幌交響楽団」は、1961年に発足して以
来、半世紀以上の歴史を有する北海道唯一
のプロ・オーケストラです。４月には、新し
い首席指揮者にバーメルト氏を迎え、さら

なる充実と発展を期しています。
「さっぽろ劇場ジャーナル」の創刊は、こ

うした時期にここ札幌の地において、劇場
文化と市民をつなぐメディアとして、演奏
家・公演者と聴衆・観衆をつなぐメディアと
して、札幌と北海道の劇場文化の活性化に
少しでも貢献できればとの思いでプロデュー
スされたものです。

さっぽろ劇場ジャーナルの創刊にあたり、
光栄にもプロデューサーとして関わらせてい
ただくことができたことに心より感謝してお
ります。

最後になりますが、このたびの創刊にあ
たって物心両面にわたってご協力いただい
た関係各方面の皆様に改めて感謝いたしま
す。（髙橋肇）

楽のために2000人が同じ場所に集まり一晩
椅子に座るという超アナログ性。これほど
時代の流れに逆行する娯楽、これほど非効
率的な営みが他にあろうか。しかし、いま
なお、オペラの劇場を備えていることは、
都市が「文化的」であることのメルクマール
なのだ。だからこそ、日本の北国の地方都
市にまで「オペラ専用劇場」が建設される。
文化的営みに欠かすことができないと見なさ
れる。それほどまでに都市の威厳を示す

「オペラ」とはいったいなんなのか。
　音楽史を紐解くと、オペラとは1600年前
後にイタリアで誕生したとされている。しか
し、現在、オペラ劇場で上演されるほとん
どのレパートリーは19世紀に生まれた作品
だ。19世紀初頭は、宮廷文化や身分制が崩
壊し、個 人々の誰もが自分の理想の人生を
追求してよいという感覚が一般化した時代
だった。誰もが、個人の心情を恥じることな
く吐露してよいのだと気づき始めた。国家の
成立にともない「私は○○人です」というアイ
デンティティが生じた。19世紀のオペラは何
よりも、「自己」という理解や「共同体」への
帰属意識を呼び覚ます。現代は、パソコン
さえ開けば瞬時に世界中にアクセス可能だ。
共同体、他者との共同性の感覚は徐々に薄
れてゆく。こうした時代にあって、「オペラ」
という営みは共同性の意味を否応なしに問
い直させてくれるのだ。もちろん、オペラは
娯楽だ。音楽や舞台は、視覚や聴覚という
感覚の快楽をもたらしてくれる。しかし、感
覚から出発しつつも、自己や共同体という
感覚を超えたところを指し示すところにオペ
ラの文化たるゆえんがある。「オペラ」という

ない。アイーダにもすでにその側面は色濃
く表れている。とはいえ、アイーダ（1871）
には、中期の代表作トロヴァトーレ（1853）
から引き継いだ力強い旋律美もある。オテ
ロ（1887）に接近する心理劇の要素もある。
中間の時期に書かれたアイーダはその両面
を持っているのだ。その複雑で豊かな内
容は「スペクタクル」という一面的なレッテ
ル貼りを拒むところがある。当然、演奏と
演出の両面で解釈は多様になる。
　ストーリーは明快だ。エジプトの将軍ラ
ダメスは、敵国エチオピアの王女アイーダ

（奴隷に身を落としている）と相思相愛だ。
そのアイーダがエジプトの王女アムネリスと
ラダメスを取り合う。その結果ラダメスとア
イーダは死を共にする。一見、単純だ。し
かし、解釈の多様性はそのまま人物像を多
様化させる。そもそもアイーダとラダメスが
墓で死を待つ終結は悲劇なのか、愛の成
就なのか。それすら自明ではない。

言葉にはいつも「トポス」への憧れが響いて
いる。それは、おそらく人間が失ってはい
けない何かなのだろう。
　hitaruのこけら落としに選ばれた作品は
ヴェルディの「アイーダ」だ。アイーダには劇
場のオープンにまつわる因縁めいたエピソー
ドがある。アイーダが作曲された頃、ヨー
ロッパでは「国民オペラ」という分野が隆盛
を極めていた。「国民オペラ」とは、オペラ
による国民意識の発揚を狙った作品のこと
だ。政情不安だった各国は、自国の作曲家
による祖国愛をかきたてる作品を作曲家に
委嘱した。しかし、経済的に豊かだったに
もかかわらず、欧化が遅れ、自国の作曲家
を持たない国もあった。その代表がエジプ
トである。当時のエジプト国王イスマイル・
パシャは徹底した欧化政策を実施し、スエ
ズ運河の完成に合わせて絢爛豪華な国立の
オペラ劇場を建設した。しかし、自前で作
品を供給できない。そこで、イタリア人の
ヴェルディに外注した。そうして1871年に生
まれた作品が、エジプトの祖国愛を描いた

「アイーダ」なのだ。「アイーダ」上演は大成
功を収めた。エジプトは無事、先進国の仲
間入りを果たしたかに見えた。しかし、そ
の後もソフトの供給は追いつかなかった。
エジプトで、ハンガリーやチェコのような伊
独仏とは違う自国のオペラ文化は成熟しな
かった。作品を「外注」したにとどまり、自
国でソフトを整備することができなかったの
だ。こけら落としにアイーダが選ばれたとい
うことに、「エジプトの轍は踏まないぞ」とい
う意思表示を読み取るのは、いささかでき
すぎたお話だろうか。
　さて、東京の新国立劇場は1997年のオー
プンだ。こけら落としはやはり「アイーダ」
だった。新国は成功を収めた。世界の名プ
ロダクションを東京の地で鑑賞することがで
きる。何より東京は世界のブランド音楽が
集結する世界都市だ。だが札幌は地方都
市。役割は同じではない。今回のアイーダ

hitaruではどうなるか。指揮はバッティス
トーニだ。彼は、スペクタクル的側面、陰
影のある心理描写、どちらにも卓越してい
る。バッティストーニがこの物語をどう描く
かに注目だ。
　心理劇としてみた場合の聴きどころは、
第二幕第一場、アイーダとアムネリスの攻防
が見逃せない。この作品はエジプトとエチ
オピアの戦争の物語であるが、同時にア
イーダとアムネリスの「女の戦い」でもあるの
だ。アムネリスは誇り高く気品のある王女
だ。しかし、嫉妬のあまりアイーダを「卑し
い女奴隷が！」と罵倒する。さらに「お前の
恋敵はファラオの娘なのよ！」と圧倒的な立
場の違いを誇示する。アイーダには悔しさ
が覗く。しかし、両者とも王女。ディスり
合戦にはならない。ぎりぎりのところで品
格は保たれる。オーケストラはこの小さな
心の動きを一小節単位で恐ろしいほどの正
確さで抉っている。
　冒頭のラダメスのロマンツァも解釈の分
かれ目になる。ラダメスは威厳溢れる将軍
だ。しかし、ヴェルディが記したスコアに

は新演出と銘打たれてはいるものの、ロー
マ歌劇場で上演されたマウリツィオ・ディ・
マッティアのプロダクションのリメイクで、い
わば買ってきた公演だ。もちろん、札幌市
民がこうした大規模な世界レベルの上演に
触れる機会を創った功績は計り知れない。
可能なら継続もしてほしい。だが、借り物
の上演だけでは札幌に制作のノウハウは蓄
積されない。大規模上演の実施と並行し、
札幌が自前で継続的な上演を供給できる日
が期待される。そうなってはじめてhitaru
は、「おらが街の劇場」として地域に根付くこ
とになる。
　札幌は、日本の他の地域と比べて、かな
り特有の地域文化を持っている。例えば、
プロ野球の日本ハムファイターズ。日ハムの
選手がピンチになると札幌市民は選手に温
かい応援の拍手を贈る。ここには札幌の地
域性がストレートに反映している。劇場とい
う「場所」も舞台と観客が一つになって創り
上げるものだ。札幌で実施された長期のリ
ハーサル、札幌の芸術家が参加した舞台。
それを札幌の風土が反映した観客が迎え
る。会場は大練習室でもいい。こうして、
劇場文化は地域を映す鏡となり、地域の発
展を牽引するメディアとなる。あたかも、視
る者の視点が作品を支えるベラスケスの絵
画、ラス・メニーナスのように。

忠実に従うと、女の争いに翻弄される情け
ない男というラダメス像も見え隠れする。
　幕が上がりすぐにラダメスは「清きアイー
ダ」を歌う。最後の音は高いB♭。このハイ
B♭を希望が高鳴るように輝かせる演奏が
主流だ。しかし、実のところヴェルディは
このB♭にppを指定し、”morendo”（死に絶
えるように）と指示している。高音域を弱音
でディミヌエンドすることは難しいこともあ
り古くからフォルテで歌われてきたのだ。
しかし、最近は楽譜に忠実な演奏が増えて
きた。ここを弱音で終えると秘めた愛に悩
まされる悲しみが滲み出てくる。バッティス
トーニがこうした細かい機微をどう解釈す
るか。楽しみだ。
　アイーダには、他にも解釈の分かれ目に
なる箇所が多い。人物像はその解釈の分
だけ多様化する。アイーダは、スペクタクル
としても無条件に楽しめる。しかしそれに
尽きない多様な心理劇でもあるのだ。本紙
では、10月の上演に向けて、こうした解釈
上のポイントをWeb版で紹介してゆきたい。
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①"hitaru" オープンに寄せて

札幌文化芸術劇場

②アイーダ、みどころ、ききどころ
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　近代より以前、私たちの祖先にとって
は、ただ生をつなぐことがとても困難なこ
とだった。ただ、その日の食を確保し、子
孫を残すことが。自然は常に生を脅かす。
死は今よりずっと身近だった。それでも、
私たちの祖先は、その自然に崇高さを見出
しそれを歌ったり、身近な者の死に接して
万物の儚さを詩に詠うことをやめなかっ
た。どれほど生きることが困難であって
も、歌を詠い、それを享受し、語りあうと
いう時間を大切にしてきた。私たちは、

「ただ生きること」だけを目指しているわ
けではないのだ。
　そのような営みの総体を「文化」という
言葉で表現できる。一つの文化が形成され
ると、私たちは他の文化に出会う。文化は
それが育った環境や条件によって独自の内
容を持つ。私たちは、他の文化と自分の文
化との違いにしばしば驚かされる。そし
て、敵意を感じたり、逆に関心を向けたり
する。異なったものに出会うと、自分の世

　札幌交響楽団、バーメルト首席指揮者就
任記念公演が行われた。４月21日の名曲コ
ンサートと27・28日の定期演奏会の３公演。
会場はいずれもキタラ大ホール。名曲コン
サートには「マエストロ入場です！」という小
粋なコピーが付された。名曲コンサートと定
期の初日を聴いた。札響とのコンビの相性の
良さとともに課題も感じられた２日間だった。
　名曲コンサートはバーメルトが一曲ずつ解
説しながら進められた。前半はダンスにま
つわる小品。後半はロッシーニ生誕150周年
ということでロッシーニを主題とした現代の
音楽。最後にウィリアムテル序曲が演奏され
た。アンコールはなんとラデッキー行進曲。

　2018年４月、札響の首席指揮者にマティ
アス・バ ーメルトが 就 任した。2014年、
2016年の定期、2017年の名曲コンサートへ
の客演を経ての就任だ。2016年１月の客演
は忘れることができない。ごく個人の感慨
まじりで恐縮だが、2007年から札響を聴き
続けてきて、あれほど感銘を受けたことは
他にない。
　当時の札響の指揮者は尾高忠明、ポン
マー、エリシュカといった、やや似た響きを
好むタイプが続いていた。彼らの音楽は、
どちらかといえば、素朴で自然な風合いが
特徴だ。日本人の美的感覚は、極度に人工
的な美よりも、素材の自然美を愛でるところ
がある。この国では饒舌や飾りすぎは好ま
れない。ポンマーやエリシュカは、自然な

界観が揺さぶられる。そうして、自分自身
に目を向け直す。そのことを通して、文化
はより豊かになってきた。こうしてみる
と、文化の源泉とは、異なるものとの出会
い、そして、それを表現し享受し語り合う
時間だといってよさそうだ。
　いまの私たちに目を向けてみよう。現代
はテクノロジーの時代だ。あらゆるものは
効率化される。もちろん、現代社会は少子
高齢化、働き手不足の時代だ。効率化は社
会正義であり、これに逆らうことはナンセ
ンスだ。しかし、私たちは、どこかで気づ
いているのではないか。効率化を推し進め
るほどに私たちはかえって忙しくなるとい
うことに。もし、どこでもドアを手にして
しまったら、私たちは働きアリと化すはず
だ。しかし、それでもなお、私たちは、そ
んなときでも、働きアリと化してしまった
自分に「異質さ」を見出し、それを詠うの
だろうと思う。
　私たちは文化を捨てない。人間が「ただ

　演奏は、小品とはいえ細部まで丁寧に彫
琢された仕上がりでバーメルトらしさが際
立った。ラデッキーすら整然とした静けさ
が漂うのがユニークだ。ただ、札響はやや
自発性が減退してしまった。バーメルトの
緻密なコントロールについて行こうとしたが
ゆえか。
　定期演奏会の曲目はモーツァルトの交響
曲第29番とR.シュトラウスのアルプス交響
曲。初日を聴いた。モーツァルトが断然素
晴らしい。特に中間の二つの楽章が優雅だ。
第二楽章の弱音器をつけた第一主題はどこ
までも典雅に歌われる。豊かに絡み合う内
声が深い響きをつくる。実に耽美的だ。ニ

佇まいを崩さずに、ごく当たり前に美しい音
楽をする。いかにも再構築しているというわ
ざとらしさがない。それが日本の聴衆に支
持されたのは当然と言えるかもしれない。
　しかし、バーメルトは2016年の客演で、
札響からツルツルの人工美を引き出して見せ
た。スベスベに磨き上げられ、透けて見える
ほど澄んだ響きが微細に色合いを変えてゆ
く。これが札響かと耳を疑った。浪費的で
はない、真の豊かさ、精神の成熟があった。
　プログラムはラヴェルのマ・メール・ロ
ワ、そして展覧会の絵だった。マ・メール・
ロワには痺れた。「パゴダの女王レドロネッ
ト」の可愛らしい旋律たちは無邪気に遊ぶ
子供のような音楽だ。これが、老貴婦人の
微笑みのような静けさを露わにしたのだ。

まるで、老境に差し掛か
り、楽しかった子 供時
代を回顧するかのよう
だった。 終 曲「 妖 精の
園 」も文句なしに優 美
だった。それに、どこか
感傷や退廃の匂いがあ
る。ウィーン世紀末美術
のようだと言えば近いだ
ろうか。展覧会の絵も見
事だった。終曲のキエフ
の門に向って、地上から
天へとゆっくり上昇する
ような音楽だった。まぎ
れもなく西洋の美だっ
た。豊かさとは何か、成
熟とは何か、ずいぶん考
えさせられた。
　札響はこの指揮者を
迎えるべきだ。そう確信していた。そこへ
昨年９月のバーメルト首席指揮者就任の
ニュース。自分のことのように、小躍りする
ように嬉しかった。札響はこれから確実に

生きること」を目指しているのでないかぎ
り。しかし、もし、私たちが、自分の世界
観を揺さぶられることや、そうして不安に
なることや自分に眼を向けることを避け、
いっさい亀裂の入ることのない世界に安住
するとしたらどうか。そのとき、私たち
は、本当の意味で働きアリとなり、文化を
失い、ことばを捨てるのではないか。
　人生の目的が「ただ生きること」だとす
ると、文化とは、徹頭徹尾、ムダで過剰な
ものだ。しかし、豊かさとはムダと過剰を
愉しむこと以外ではありえないのではない
か。いや、美しいものはどれも単純じゃな
いか、ムダを切り詰めてこその「美」だ、
と言うかもしれない。しかし、単純な美が
達成されるまでに、どれほど余剰を切り捨
ててきたのだろう。たった１の単純な美の
ために99を切り捨てているはずだ。その鉄
の意志はやはりムダで過剰なものであるは
ずだ。だから、単純な「美」には、どこか
切り捨てられた「多」の死の気配が漂うの

長調からイ長調に転調する第二主題。バー
メルトはオケに最弱音を要求した。ぎりぎり
聴こえるかどうかくらいまで音量が落ちる。
しかしソノリティを失っておらず訴えが強い。
舞 台に音が 溜まり動かない。目を閉じ、
じっと孤独に耐えるかのようだ。再現部で
第一主題が帰ってきても、もう単純に典雅
には聴こえない。モーツァルトはこの楽章に
これほどの心理的葛藤を封じ込めたのかと
驚かされる。再現部にだけ付されたホルン
のオブリガードを巧みに強調する。しかし、
あざとくなる寸前でフォーカスを変える。こ
のあたりもセンス抜群だ。
　第三楽章メヌエットも甘美だ。主部の主題
の付点リズムが洒落きっている。そして中間
部トリオ。トリオに入るはじめのアウフタクト
がリテヌートされたっぷり歌われる。調性の
揺れには影があるがあくまでも自然だ。そ
れが余計に心を強く打つ。甘美を超えてメ
ランコリーがたちこめる。バーメルトは８割
のお客さんが満足すれば失敗しないよね、
というラインを狙っていない。オリジナルを
突き詰める。だから輝きを放つのだろう。
　モーツァルトは12型（12-10-8-6-4）で最
近の流行からするとかなり分厚い編成だっ
た。この作品は６型などで古楽的にリズミッ
クに演奏するとつまらなくなる。転調の色合
いが出ないのだ。かつてK.ベームなどの巨
匠に愛されたが近年まったく取り上げられな
いのはそのあたりに理由がある。バーメルト
はこうした昨今の流行に異議があるのでは
ないかと感じた。ほら、本当はこんなに豊
かな音楽なんだよ、と。
　後半のアルプス交響曲は、初日を聴いた
限りではやや不完全燃焼だった。札響が巨
大編成の作品に慣れていないように思われ

変わる。エリシュカ＝札響に続いて、バーメ
ルト＝札響は、日本中からファンが駆けつ
ける名コンビになるのではないか。

だ。その異質な気配は閉じられた日常に亀
裂を入れる。
　異質なものとの出会いは文化を豊かに
し、他なるものに対する寛容を育てる。た
だ生きることではなく、よく生きること、
豊かに生きることを望むなら、文化の価値
について、立ち止まって思索をめぐらせる
時間を大切にしたい。（多田圭介）

た。「夜」はやや手探りだった。響きが整理
されていない。８曲目あたりからエンジンが
かかってきた。「花咲く草原で」は力感ある

「登山」のモチーフと優しい「感動」のモチー
フが陶酔的に絡み合う。オペラの愛の場面
のようだ。”Immer lebhafter（常に生き生き
と）”の指示が生きる。「頂上で」はバーメル
トの巧みな棒さばきが生きた。はじめのへ
長調で登頂を思わせる開放的な響きをつく
る。しかし、まだ一段抑えられている。次
にハ長調で本当の頂上が来るのだ。ここの
突然全方向に視界が開けるような転調の妙
は見事だった。複数のモチーフにさらに「太
陽」のモチーフが重ねられダメを押すがまっ
たく濁らない。
　しかし、「結末」から終曲「夜」にかけては
また手探りになる。変ロ短調の堆積和音の
シンとした暗さが出ない。少々惜しかった。
　R.シュトラウスと同時代の音楽評論家に
P.ベッカーがいる。彼はこの作品について

「個々の部分は魅力的だが結実が欠けてい
る」と評した。まさにそんな音楽に聴こえ
た。終曲はかなり虚無的に響いた。この作
品は第一次世界大戦のさなかに書かれてい
る。19世紀ヨーロッパは市民社会とブルジョ
ワが栄華を極めた。19世紀はロマン主義が
もっとも輝いた時代だ。大戦のさなかに書
かれたこの作品は、没落しつつある、崩壊
しつつある19世紀ロマン主義の最後の残照
なのかもしれない。皮肉ではなく作品につ
いてそんなことを考えさせられた。ベッカー
はいう。下山は衰退で、終結は終焉だと。
　とはいえ、札響の新しい時代が開幕し
た。札響がこれからどのように変わってゆく
か。楽しみだ。本紙ではバーメルトが指揮
する全公演を追跡してゆきたい。
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　東日本大震災から７年を迎えた３月11日、
ふきのとうホールで、メゾ・ソプラノの波多
野睦美を中心とする有志によってスターバ
ト・マーテルが演奏された。カトリックの典
礼のテキストのなかでも、スターバト・マー
テルには多くの作曲家が名曲を残してきた。
この日演奏されたのは、そのなかでも最も有
名なG.ペルゴレージ（1710-1736）の作品だ。
スターバト・マーテルのテキストは、1300年
頃、フランシスコ会の修道士ヤコポーネ・
ダ・トーディによって書かれた。十字架に磔
にされ死を迎えようとしている我が子を前に
した母の嘆きを詠っている。我が子を失っ
た母の嘆きが、震災の犠牲者とその遺族へ
の哀悼に重ねられた。
　プログラム前半は、波多野が得意とする
バロックオペラの有名アリアが披露された。

前半はソリストにシャルル・リシャール＝ア
ムランを迎えたショパンのピアノ協奏曲第一
番、後半はブルックナーの交響曲第３番
1877年第２稿。指揮は高関健。

ブルックナーは1877年第２稿ということ
だったが、スケルツォのコーダと第一楽章の
ブリッジ２小節がカットされ、聴覚上は完全
にエーザー版と同一だった。とはいえ、演
奏は高関らしく、隅々まで理論的に詰めら
れた設計。それを舞台でカッチリ再現する。
版との関係でいえば、冒頭のTp.による４度
＋５度下降動機に注目した。この動機は各
楽章の主題の展開や相互の関連性からは、
終始メタレベルの位置を保持している。あ
たかも世俗を超越した天の声かのように、
全曲を通して音楽が高揚するたびに登場す
る。いわばドラマドゥルギーの役割を担って
いるのだ。高関はそれを強く意識していた。
1877年稿ではフィナーレの最後にこれが追
加されている。1873年初稿には存在しな
い。1877年稿では、この最後の４小節に

「第一楽章と同じテンポで」という指示があ
る。高関はフィナーレのコーダのテンポ、
Sehr schnell（とても速く）をあらかじめ第一
楽章のちょうど２倍のテンポに設定した。そ
の上で最後の４小節「第一楽章のテンポで」
をその半分のテンポに落とした。こうする
と、最後の４小節は音価が２倍になったイン
テンポのように聴こえて自然なのだ。「ああ、

なかでもモンテヴェルディの「何かを感じる
んだ」（「ポッペアの戴冠」より）が印象に
残った。初恋を歌った作品だ。心の深いと
ころから湧きあがってくる感情が、まだなん
と名付けてよいのか分からない、でもワクワ
クする。波多野はどうしようもなく溢れてく
る感情を瑞々しく、自分が自分自身に翻弄
されるように歌い上げた。前半の最後にバッ
ハの「マタイ受難曲」より「私を憐れんでくだ
さい」とG 線上のアリアが演奏され、演奏
後、１分間の黙祷が捧げられた。マタイの
アリアは、リズムとフレーズを厳格にとった
峻厳な歌唱。しかし、その峻厳さを突き破
るように「私の神よ（mein Gott）」が発露す
る。胸を強く打った。
　後半はスターバト・マーテル。メゾ・ソプ
ラノの波多野を中心とした札幌在住の声楽

あれが回帰した」と感じる。余談だが、第３
稿では実際に音価が２倍になっている。こ
の動機はフィナーレでは提示部の終わり197
小節になってようやく登場する。ここでは、
それを印象づけるためにさらに鋭く複付点が
指示されている。中低音域の金管で複付点
は簡単ではないのだが、正確で鋭いリズム
を徹底していたことも印象に残った。

第二楽章Eからの第２主題の鏡像が高弦
で奏され続けて正像も重なりあう展開が流
麗で美しい。これは1877年稿の大切な要素
だ。続く第３部では、木管群の第一主題に
弦のピッツィカートが重ねられる。スコアで
は、主題がpでピッツィカートはpp。しかし、
高関はピッツィカートをmfでくっきりと弾か
せた。弦５部が生き生きと脈打つ。本当に
素晴らしい時間だった。これがあるからこそ
その後のワーグナーへのオマージュが生き
る。さらにはブルックナー屈指の祈りの音
楽であるコーダの帰依するような感情につな
がる。コーダではトレモロがこの日一番の神
秘の響きを聴かせた。

他で印象に残った箇所は第一楽章の展開
部の頂点（O）。スコアの指示に従い、弦全
員がすべての音を下げ弓で渾身の力演を聴
かせた。山脈のような威容が屹立する。全
力で応えた札響も素晴らしかった。それに
フィナーレ第二主題。楽しげなポルカに荘
重なコラールが重ねられる。高関はコラール

家たち、それに弦楽合奏と通
奏低音に世界中で活躍する古
楽の名手たちを迎えた臨時編
成による演奏だった。二重唱
の曲は女声二重唱（S7＋Ms5）
で演奏され、ソプラノ独唱の曲
は地元声楽家が交代で歌った。
　演奏はマタイ同様、崩さず厳
格。特別に表情をつけないが、
それがかえって音楽が類型化
することを防いだ。ナポリ派特
有の２つの声部による模倣楽
句、３度や６度でぴったり重な
り合う楽句、急激な転調が効果的だ。こと
に、第２曲にみられる、アクセント拍での休
止符などは、世俗歌曲からの影響が強く劇
的な緊張感を形作った。また、掛留音が重
なり糸をひくように悲しみが連なる第一曲が

「剣が貫きたり」の爆発へつながるというよう
にコントラストが強い。劇性と晴朗のコント
ラストはペルゴレージが接していたであろ
う、アッシジ聖堂のジオットのフレスコ画を
思わせた。
　第９曲のみ、元曲通りに二重唱で歌われ
た。しかし、第11曲こそ二重唱での演奏を
聴きたかった。この曲の炎のゆらめきのよう

を聴こえないほど抑制し、ポルカを愉悦感
たっぷりに歌わせた。ブルックナーはこのポ
ルカとコラールのミスマッチについて「街角
で舞踏会と葬式に同時に出くわすことがあ
る」と語っている。コラールをごく抑えた高
関は、「人生は楽しいのだ」、あるいは「栄
華には影がつきものだが、それは見えにく
い」とでも言いたいのだろうか。皮肉が効い
たユニークな響きだった。

前半のショパンも好演だった。2015年の
ショパンコンクールで第２位に入賞し一躍ス
ターとなったアムラン。スターとはいえ、技巧
を誇示するようなところが一切なく、真摯に
音を連ねる。特に第一楽章展開部での「英
雄ポロネーズ」の導入に似た４度の連続や、
それに続く左手の半音階下降に右手のアル
ペジオが重なる難所でもその姿勢は徹底し
ていた。音そのものが磨き抜かれた魅力を
持っているため表情をつけずにスッと弾くだ
けで音楽が香り立つのだ。繊細で高雅な
ショパンだった。

細部では、この作品特有のクロマティック
な進行に注目した。この進行は絶えず調性
の外部を開きつつ進む。まず、第一楽章提
示部から展開部への移行部。オーケストラ
によるTutti（全員で）に１小節ごとに連続で
半音階上昇が現れる。ここには息を飲ん
だ。半音階進行の最後の348小節の３拍目
の後にルフトパウゼを入れたのだ。方向が
不安定になる半音階進行が連続する最後に
隙間が空き、そこで蓄えられたエネルギー
が爆発的に主調であるホ短調に流れ込んで
ゆく。同じく、クロマティック進行が際立つ
第３楽章のロンドC。ここではドミナントのオ

なトリルは極めて効果的なのだが、合唱で
演奏すると、トリルが均されてしまいビブ
ラートのように聴こえるのだ。ここだけ惜し
かった。
　第12曲「肉体が死するとき」では、最期の
ときが近いことを予感した、悟りのなかに悲
痛な表情が混ざったような表情が見事だ。
終結のアーメンでは解消できない感情がもう
一度ぶり返すように湧き起こる。かなり速い
テンポで切迫しつつ、短いアーメンが尻切れ
トンボのように終わった。会場にいたすべて
の聴衆に問いかけを残すようだった。

ルゲンプンクト上のcisから精密なクロマ
ティックによる転調を重ねる。第一楽章とは
反対に、ここでは、そのエネルギーを、逆
にスッと抜くようにFis：Ⅴ７で受ける。この
両楽章で対比をなすかのような和声感の表
出には周到な計算があった。

また、アムランの小さなアゴーギグに、高
関は同じ人間が演奏しているかのように寄り
添う。最も素晴らしかったのは第２楽章。
ロ長調の主題部の最後のフェルマータ（59
小節）でアムランは夢想に浸るように沈み込
む。そこから嬰ハ短調の中間部へ向けて小
さなagitato（せき込んで）がかかる。夢から
覚め歩きはじめるような表情の変化は素晴
らしかった。ぴたりとつける高関の棒さばき
が卓越していた。

①鎮魂  3.11東日本大震災
　G. ペルゴレージ  スターバト・マーテル
　  （2018年3月11日、ふきのとうホール）

コンサートレビュー

②札幌交響楽団  第609回 定期演奏会
　  （2018年5月18・19日、キタラ大ホール）

六花亭提供

札幌交響楽団提供

事務局 編集後記

さっぽろ劇 場 ジャーナル 2018 .06 .15 / F r i

＜チケットに関するお問い合わせ＞
　道新プレイガイド　TEL 011-241-3871（ 9：30 ～18：00 不定休）
＜公演に関するお問い合わせ＞
　市民交流プラザ 劇場事業課　TEL 011-271-1950（ 平日 9：00 ～17：00）

［ 全席指定・税込 ］
S 8,000 円 / A 6,000 円 / B 4,000 円 U25 シート1,500 円
■ プラザメンバーズ先行発売日：7 月 21 日（土）
■ 一般発売日：8 月 5 日（日）

ユジャ・ワン ピアノリサイタル
驚天動地のピアニスト、北海道初上陸

2018年12月4日（火）　
18：15 開場 ／19：00 開演（21：00 終演予定 ）

札幌文化芸術劇場 hitaru

プロデューサー：高橋 肇

編集・執筆責任者：多田 圭介

事務局：滝田 千寿美

Web版も

　 見てね！


